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編 集 後 記 　昨年１月～２月は近年まれにみる大雪で、
県内各地で記録的な積雪となりました。毎日
のように除雪をし、初めて屋根の雪下ろしも

体験しました。暖かい家の中に籠ってしまう寒い冬に除雪は良い
運動になるのですが、昨年のような大雪は困りますね…。家屋や
農業用ハウスへの被害も多く、建物共済や園芸施設共済の必要
性も大いに感じました。今年も大雪になるかもしれません。大き
な災害が発生しないことを願うばかりです。（Y）

●昔は秋が長かったと思います。稲の刈り取りがあっと
いう間に終わり、びっくりしています。機械の力はすご
いですね。　　　　　　　　　  砺波市Tさん（84）
●冬の野菜を植えるのを手伝いました。美味しい野菜
ができればいいです。　　　　　南砺市Kさん（12）
●家に居ることが多くなり、見よう見まねで野菜作りを
始めました。楽しいです。キュウリ、ナス、トマトは今夏
買わずにすみ、次はもっと上手に作りたいと意欲も湧
きました。　　　　　　　　　　 氷見市Iさん（73）
●色々な産地の新米を食べ比べていますが、やっぱり食
べ慣れた「富山県産コシヒカリ」が1番美味しかったで
す。　　　　　　　　　　　　 富山市Mさん（43）
●今や農業の進歩・機械化は著しく、若い後継者も多い
と感じています。私の地区の営農組合も若い方ばかり
で頼もしく思っています。　　　入善町Mさん（70）
●今年は安納芋が豊作で、毎日のように食べています。
焼き芋が一番美味しいです。　   富山市Hさん（50）
●広報紙の表紙や中に出ておられる方の笑顔がとても
素敵で元気をもらっています。　 高岡市Sさん（84）

いただいたハガキの
一部を紹介します。
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とやまとやまとやまとやま
とやまとやまとやまとやま

きずなくんきずなくん りんりんちゃんりんりんちゃん

●新年のご挨拶　●とやまの備える農業者　●園芸施設共済

奥井ひかりさん（富山市）
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（令和4年）（令和4年）
2022
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2022
1月

～富山のあの町・この街～

　庄川の自然を楽しめる庄川水記念公園。その近くに縁
結び・開運祈願のパワースポット「鯉恋の宮」がある。
　厄払い・開運祈願の「鯉の宮」、縁結び・恋愛成就の
「恋の宮」が合わさった鯉恋の宮には「こいっぴ」（女の
子）と「ぷくっち」（男の子）という守り神がいる。「こいっ
ぴ＆ぷくっち神棚」、「なで鯉こいっぴ」、「鯉恋の鐘」他楽
しいスポットが人気。ぜひ一度足を運んでみてはいかが
でしょうか。
住所／砺波市庄川町金屋1058
アクセス／北陸自動車道砺波ICより車で約１５分

　最新の農政や農業共
済制度・収入保険制度
をめぐる動き、全国各
地の農業情報を掲載し
ています。
　富山県の農家さんの
情報も紹介しています。

● 月４回（水曜日）発行　● 年間購読料5,520円
（月額460円、消費税送料込）

購読を希望される方は、
NOSAIとやま本所まで
ご連絡ください。

読んでみま
せんか？

農業共済新聞農業共済新聞 事故があったら
すぐに連絡を！

　上記のような共済事故で被害や事故が発生した際
は、速やかにお近くのＮＯＳＡＩまでご連絡ください。
　ＮＯＳＡＩ職員による被害確認ができない場合、損
害評価が行えず、共済金をお支払いできないことがあ
ります。ご注意ください。

● 雷で電化製品が
　 故障した（建物共済）
● 大雪でハウスの骨材が
　 破損してしまった
　（園芸施設共済）など
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
組
合
員
の
皆
様
に
謹
ん
で

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
頻
発

し
、
農
業
分
野
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
１
月
の
大
雪
で
は
日
本
海
側
を

中
心
に
農
業
用
ハ
ウ
ス
や
畜
舎
な
ど
の
倒

壊
、
果
樹
の
枝
折
れ
な
ど
が
発
生
し
、
４
月

に
は
北
関
東
や
北
陸
な
ど
広
い
範
囲
で
凍
霜

害
や
降
ひ
ょ
う
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た

７
月
、
８
月
の
大
雨
被
害
は
「
激
甚
災
害
」

に
指
定
さ
れ
、
農
業
関
係
で
は
８
０
０
億
を

超
え
る
被
害
が
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
本
県
に
お
い
て
は
、
果
樹
で
は
４
月

の
低
温
と
降
ひ
ょ
う
に
よ
り
、
特
に
呉
羽
梨

に
お
い
て
着
果
数
が
極
端
に
減
少
し
大
幅
な

減
収
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
水
稲
に
つ
い
て

は
、
自
然
災
害
や
病
虫
害
に
よ
る
大
き
な
被

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
９
月
６
日
に

南
砺
市
で
、
局
地
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
降

ひ
ょ
う
に
よ
り
収
穫
間
際
の
水
稲
が
被
害
を

受
け
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
被
覆
材
が
破
損
す

る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
過
去
最
大
規
模
の
コ
メ
の

生
産
調
整
が
実
施
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
コ
ロ
ナ
禍
も
影
響
し
、
主
食
用
米
の
需

要
の
減
少
に
よ
る
余
剰
感
は
ぬ
ぐ
え
ず
、
米

価
の
下
落
に
よ
る
農
業
収
入
の
減
少
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
３
年
度
限
定
で
あ

り
ま
す
が
、
県
で
は
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
財
源
と
し
て
、
収
入
保
険
に
新
規
に
加
入

す
る
場
合
に
、
農
業
者
が
負
担
す
る
事
務
費

を
最
大
２
万
円
支
援
す
る
「
収
入
保
険
加
入

促
進
支
援
事
業
」
を
実
施
し
、
収
入
減
少
へ

の
「
備
え
」
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。
当
組

合
で
は
、
関
係
機
関
や
県
内
市
町
村
の
協
力

も
得
な
が
ら
、
こ
の
支
援
事
業
を
有
効
に
活

用
し
、
令
和
４
年
保
険
期
間
の
目
標
数
で
あ

る
７
０
０
経
営
体
の
達
成
に
向
け
て
、
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
加
入
促
進
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
組
合
と
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
様
々

な
機
会
を
通
し
て
農
家
・
組
合
員
の
皆
様
に
、

丁
寧
な
説
明
や
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
経
営
内
容
に
見
合
っ
た
農
業
保
険
制

度
（
農
業
共
済
制
度
・
収
入
保
険
制
度
）
の
活

用
を
支
援
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
変
わ
ら

ぬ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
本
年
が
災
害
の

な
い
豊
穣
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

富
山
県
農
業
共
済
組
合

組
合
長
理
事
　
森
　
　
　
雅
志

令
和
四
年

年
頭
の
ご
挨
拶

組
合
長
理
事　

森　
　

雅
志

専
務
理
事　
　

藤
井　
　

敏

理
事　
　
　
　

大
澤　

義
彦

理
事　
　
　
　

飛
彈　

一
秋

理
事　
　
　
　

市
森　

孝
義

理
事　
　
　
　

森
川　

幹
雄

理
事　
　
　
　

酒
井　

清
一

理
事　
　
　
　

山
﨑　

一
正

理
事　
　
　
　

田
中　

善
憲

理
事　
　
　
　

大
井　

正
樹

理
事　
　
　
　

猶
明　

孝
信

理
事　
　
　
　

高
橋　

久
和

理
事　
　
　
　

石
田　

義
弘

理
事　
　
　
　

横
山　

直
一

理
事　
　
　
　

吉
田　

孝
夫

理
事　
　
　
　

中
山　

繁
實

代
表
監
事　
　

藏
島　

大
造

監
事　
　
　
　

平
井　

敏
廣

監
事　
　
　
　

岩
﨑　
　

修

　

職
員
一
同

謹
賀
新
年

　
射
水
市
今
井
地
区
の
農
事
組
合
法
人

今
井
営
農
で
は
、
主
食
用
米
（
て
ん
た

か
く
、
て
ん
こ
も
り
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、

富
富
富
、新
大
正
糯
）
を
約
26
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
飼
料
用
米
を
約
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

麦
を
約
14
ヘ
ク
タ
ー
ル
栽
培
す
る
。

　
品
質
が
低
下
し
た
時
や
収
量
が
減
少

し
た
時
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
何
が
問

題
だ
っ
た
の
か
原
因
を
追
究
す
る
こ
と

を
重
要
と
し
て
い
る
と
い
う
同
組
合
。

　
４
年
前
ま
で
麦
の
収
量
が
悪
か
っ
た
。

そ
こ
で
播
種
時
期
を
早
く
し
て
、
軟
弱

な
田
ん
ぼ
へ
の
作
付
け
を
避
け
た
。
さ

ら
に
、
無
理
し
て
作
付
け
し
て
い
た
面

積
を
自
分
た
ち
が
し
っ
か
り
手
を
か
け

ら
れ
る
面
積
に
ま
で
減
ら
し
た
。
田
ん

ぼ
一
枚
に
か
け
る
時
間
が
増
え
た
こ
と

で
丁
寧
な
作
業
が
で
き
、
収
量
が
増
え

て
品
質
も
よ
く
な
っ
た
と
い
う
。

　
組
合
運
営
の
た
め
、
い
か
に
コ
ス
ト

を
下
げ
て
良
い
作
物
を
作
っ
て
い
く
か

が
課
題
と
い
う
同
組
合
。
５
年
前
の
法

人
化
の
際
に
農
作
業
場
を
建
設
。
米
の

乾
燥
機
や
色
彩
選
別
機
を
導
入
し
た
。

「
米
の
乾
燥
機
や
色
彩
選
別
機
を
導
入
し

た
の
は
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
で
も
あ

る
」
と
話
す
。
今
ま
で
委
託
し
て
い
た

作
業
を
自
分
た
ち
で
行
う
こ
と
で
コ
ス

ト
削
減
に
つ
な
が
り
、
効
率
的
に
安
定

し
た
組
合
運
営
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
今
後
は
さ
ら
に
品
質
が

良
く
収
量
が
多
く
な
る
よ
う
作
物
の
栽

培
に
力
を
い
れ
て
い
き
た
い
と
い
う
。

　
２
０
２
０
年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入

し
て
い
る
今
井
営
農
。
今
ま
で
加
入
し

て
い
た
農
業
共
済
は
収
量
減
少
の
補

償
。
そ
れ
に
対
し
て
収
入
保
険
は
収
入

の
減
少
を
補
償
す
る
。「
自
然
災
害
な

ど
に
よ
る
被
害
だ
け
で
な
く
、
価
格
の

低
下
や
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
作
業
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
な
ど
あ
ら
ゆ
る
リ
ス

ク
に
よ
る
収
入
減
少
を
補
償
し
て
く
れ

る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
た
」
と
話
す
。

実
際
に
今
年
の
米
は
篩
目
以
下
と
な
る

も
の
が
多
く
、
収
量
が
減
っ
た
上
、
米

価
も
下
落
し
て
い
る
。
さ
ら
に
農
機
具

の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
こ
と
で
収
入
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
。
予
想
も
し
て
い

な
か
っ
た
収
入
減
少
に
対
し
て
、
万
が

一
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
営
農
が
続
け
ら

れ
る
体
制
づ
く
り
が
重
要
だ
。

　
収
入
保
険
に
加
入
し
た
こ
と
で
栽
培

す
る
作
物
の
選
択
肢
が
広
が
っ
た
。「
今

は
主
穀
作
の
み
だ
が
、
今
後
は
主
穀
作

以
外
の
栽
培
に
も
挑
戦
し
た
い
。
そ
の

た
め
に
も
収
入
保
険
加
入
は
必
要
な
こ

と
」
と
語
る
。

　
「
地
産
地
消
」
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
同
組
合
。
今
井
地
区
で
は
宅

地
造
成
が
進
み
、
人
口
が
増
え
て
き
て

い
る
。「
米
を
食
べ
る
量
が
減
っ
て
い

る
若
い
世
代
に
も
有
機
栽
培
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
今
井
営
農
の
米

を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
。
今
は
30
キ
ロ

を
玄
米
で
販
売
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ

は
20
キ
ロ
な
ど
と
少
な
い
量
で
の
販
売

も
」
と
消
費
者
の
需
要
に
応
え
た
い
と

検
討
中
。
今
後
、
年
間
を
通
し
て
米
を

販
売
す
る
た
め
に
、
保
管
す
る
保
冷
庫

や
精
米
機
を
備
え
て
、
精
米
し
た
て
の

米
を
届
け
た
い
と
い
う
。

　

ま
た
、「
田
ん
ぼ
が
荒
れ
る
の
を
防

ぎ
、
耕
作
放
棄
地
を
な
く
し
た
い
。
地

域
に
必
要
と
さ
れ
る
営
農
組
合
と
な

り
、
地
域
に
貢
献
し
た
い
」
と
話
す
。

よ
り
よ
い
作
物
の
た
め
に

とやまの

備える
農業者
収入保険に加入で安心収入保険に加入で安心

備える
農業者

射水市今井射水市今井

農事組合法人今井営農農事組合法人今井営農 挑
戦
す
る
た
め
の
収
入
保
険

挑
戦
す
る
た
め
の
収
入
保
険

今
井
営
農
の
役
員
の
み
な
さ
ん

営
農
を
続
け
る
た
め
に

地
域
に
貢
献
し
た
い
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共
済
金
等
支
払
状
況

　
12
月
10
日
に
、令
和
３
年
産
の
水
稲（
一
筆
方
式
）と
麦（
災

害
収
入
共
済
方
式
）
の
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

　
春
先
に
霜
や
ひ
ょ
う
、
夏
は
多
雨
に
よ
る
日
照
不
足
や
低

温
が
発
生
し
た
ほ
か
、
一
部
地
域
で
は
夏
に
巨
大
な
ひ
ょ
う

が
降
る
な
ど
、
今
年
も
様
々
な
気
象
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

農
業
保
険
へ
の
加
入
を
継
続
し
て
、
増
発
す
る
自
然
災
害
に

よ
る
被
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
水
稲
共
済
の
一
筆
方
式
に
加
入
し
て
い

た
方
は
、他
の
方
式
に
切
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
、

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
近
く
の
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
米
の
乾
燥
調
製
を
Ｊ
Ａ
等
に
委
託
し
て
い
な
い
方
も
、

水
稲
共
済
の
全
相
殺
方
式
に
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
※
毎
年
次
の
情
報
提
供
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
・
税
務
申
告
の
た
め
に
記
帳
し
て
い
る
帳
簿
の
「
米
の
収
穫
日

　
　
ご
と
の
収
穫
量
」

　
・
白
色
申
告
の
収
支
内
訳
書
の
販
売
金
額
等

　
収
入
保
険
で
支
払
わ
れ
る
保
険
金
等
は
、
保
険
期
間
中
の
収

入
と
し
て
、
雑
収
入
に
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
販
売
収
入
等
が
確
定
し
た
際
に
は
、
提
出
前
に
保
険
金
等

の
見
込
み
額
の
算
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
受
け
取
る
保
険
金
の
金
額
は
自
身
で
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://nosai-zenkokuren.or.jp

）の「
保

険
金
等
見
込
み
額
算
出
ツ
ー
ル
」
を
使
っ
て
計
算
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
算
出
が
難
し
い
場
合
は
職
員
が
代
わ
っ
て
計
算
い

た
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
申
告
後
の
決
算
書
の
コ
ピ
ー
を
受
け
取
り
に
職
員
が
伺
い
ま

す
。
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
決
算
書
を
基
に
基
準
収
入
金
額
を

再
算
定
し
ま
す
。
基
準
収
入
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
追
徴
・

還
付
が
発
生
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

●
申
告
後
は
書
類
の
提
出
準
備
を
！

農
業
保
険
へ
の
継
続
加
入
を

お
忘
れ
な
く
！

●
申
告
前
に
保
険
金
等
の
算
定
を
！

収
入
保
険
に
ご
加
入
の
皆
様
へ

～
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
い
ま
す
～

・
所
得
税
の
確
定
申
告
書
Ｂ
第
１
表(

個
人
）

・
青
色
申
告
決
算
書
の
損
益
計
算
書
（
１
～
２
Ｐ
）

・
税
務
申
告
書
第
１
表
・
４
表
（
法
人
）

・
損
益
計
算
書

・
数
量
払
い
の
交
付
決
定
通
知
書

・
そ
の
他
品
目
ご
と
に
販
売
金
額
が
わ
か
る
書
類

必 要 書 類 〈
確
定
申
告
期
間
〉

　
個
人　
２
月
16
日（
水
）～
３
月
15
日（
火
）

　
法
人　
事
業
開
始
の
翌
月
末
ま
で

戸数 支払共済金

305戸 65,373,018 円

戸数 支払共済金

115戸 26,287,861円

共済目的 戸　数 支払金額

水稲 12,124戸 35,678,432円

大豆 428戸 9,864,310円

果樹 270戸 1,909,769円

件数 支払金額

62件 4,368,000 円

■ 損害防止対策事業交付金（11月30日支払）

■ 鳥獣害防止対策支援助成金（11月30日支払）

損害防止対策事業交付金を農業収入に計上される際は
「雑収入」としてお取扱いください。

※猟友会への助成を含む

■ 水稲（一筆方式）

■ 麦（災害収入共済方式）

農
作
物
共
済
の
共
済
金
を
支
払
い
ま
し
た

各
種
助
成
金
を
支
払
い
ま
し
た

▲イノシシに踏み荒らされた稲

※個人農業者の方は、令和4年の加入申込
期間が終了しているため、収入保険には
令和5年から加入が可能です。

収
入
保
険（※

）

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

品
質
方
式

全
相
殺
方
式

半
相
殺
方
式

な
ど

一筆方式

水稲共済

青色申告者におすすめ！

令和３年
引受終了

切替

園
芸
施
設
共
済

とやまとやまとやまとやま

とやまとやまとやまとやまとやまとやまとやまとやま

とやまとやまとやまとやま

園
芸
施
設
は
季
節
に
関
係
な
く

自
然
災
害
の
被
害
に
遭
う
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
！

全壊時のハウス再建費用　平均155万円
通年被覆 短期被覆

お問い合わせはお近くのNOSAIまで

H28 年には4～5月の2か月間で
165戸401棟の被害が発生

台風による全壊被害が全国で急増
北陸への台風接近件数も年々増加

今季はラニーニャ現象による大雪に警戒
が必要

骨組み部分も危険！

豪雨にも注意！！

R3年１月は
全壊棟数１６０棟

春の強風

台風

大雪

３～5月

8～10月

12～2月

被　
　
　
覆　
　
　
期　
　
　
間

被　
　
覆　
　
期　
　
間

育
苗
ハ
ウ
ス
は
２
～
３
か
月
し
か
使
用
し
な
い
か
ら

保
険
に
か
け
る
必
要
は
な
い
よ
。

で
も
、
掛
金
が
高
い
の
は
困
る
な
ぁ
・
・
・

い
い
え
、
過
去
に
最
も
被
害
が
発
生
し
て
い
る
の
は

春
の
強
風
で
す
！
春
こ
そ
共
済
加
入
の
必
要
が
あ
り

ま
す
。

ハ
ウ
ス
が
全
壊
し
た
場
合
の
再
建
費
用
は
平
均
１
５
５
万
円
で

す
。
過
去
の
被
害
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
自
己
資
金
で
再
建
の

備
え
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
ま
ず
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
自
然
災
害
で
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
は
な
い

し
、
去
年
の
大
雪
で
も
大
丈
夫
だ
っ
た
か
ら
、
無
保

険
の
ま
ま
で
も
平
気
だ
よ
。

未
被
覆
期
間
の
掛
金
率
は
非
常
に
安
く
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
３
か
月
被
覆
の
場
合
、
通
年
被
覆
の
１
／
３

の
掛
金
で
加
入
で
き
ま
す
。

補
助
金
は
す
べ
て
の
災
害
で
拠
出
さ
れ
る
保
証
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
共
済
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
を

前
提
に
各
農
家
へ
の
補
助
金
額
が
算
定
さ
れ
ま
す
の

で
補
助
金
だ
け
で
は
被
害
額
を
補
え
ま
せ
ん
。

大
規
模
災
害
が
あ
れ
ば
国
や
地
方
自
治
体
か
ら
補
助

金
が
も
ら
え
る
で
し
ょ
？

未　
　
被　
　
覆　
　
期　
　
間



建
物
共
済

6

とやま情報とやま情報
とやまとやまとやまとやま

とやまとやまとやまとやま

　
富
山
市
今
泉
西
部
町
に
あ
る
「
カ

フ
ェ
ゴ
ッ
コ
」
で
は
、「
こ
こ
に
来
れ

ば
笑
顔
に
な
れ
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
ラ
ン
チ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ラ
ン

チ
に
使
用
す
る
食
材
は
す
べ
て
農
薬

不
使
用
で
栽
培
さ
れ
た
富
山
県
産
の

も
の
。
店
主
の
広
野
さ
ん
が
自
ら
農

家
の
も
と
へ
足
を
運
び
食
材
を
選
ん

で
い
ま
す
。

　
ラ
ン
チ
の
他
、
お
持
ち
帰
り
弁
当

や
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
な
ど
も
販
売
し
て

い
ま
す
。

Data.
○住 富山市今泉西部町1-6
　とやま健康生きがいセンター1F
○☎ 076-491-2131
○営 10:00 ～18:00、ランチタイム11:30 ～14:00

○休 日曜日、祝日

カフェゴッコ〈富山市〉

（水曜日のランチはテイクアウトのみで店内利用は
14:30から、土曜日はテイクアウトのみ）

店主の広野さん

ゴッコバーガー

野菜ラン
チ+本

日のお魚 ゴッコのお持ち帰り弁当

野菜くずを使
った

ドレッシング
も

作っています

5

きずなくん
クロスワードクイズ
きずなくん
クロスワードクイズ

1. 
2. 
3. 
5.
6.
8.

鷹の爪はこの品種です。
お祝い事にぴったりの花「胡蝶〇〇」
総代〇〇。講演〇〇。〇〇議。
数を数えること。
小豆などの豆類やサツマイモ、栗などを煮て砂糖を加えて練ったもの。
海を英語で。ディズニー〇〇。

※プレゼントの発送をもって、当選者の発表にかえさせていただきます。　※いただいたご意見・ご感想を匿名にて紙面に掲載させていただく場合があります。
※お送りいただいたハガキの内容は、プレゼントの発送と紙面づくり以外の目的には使用いたしません。

応募締切：２月25日（金）消印有効

1

54 C

9 D

7
B

8

6E

3 A2 郵便ハガキに、①Ａ～ E を順に並べたクイ
ズの答え②郵便番号③住所④氏名（ふり
がな）⑤年齢⑥電話番号⑦広報紙へのご
意見・ご感想⑧身近な情報をご記入のう
え、ご応募ください。
◎宛先：〒939-8177
　富山市安養寺340番地1
　NOSAIとやま　
　きずなくんクロスワードクイズ係
前回の答え…「モミジガリ（紅葉狩り）」
応募総数211通　正解者211名でした。
たくさんのご応募ありがとうございました。

今回のプレゼント

たて

1. 
3. 
4. 

7. 
9.

2022 年の干支は？
バスケット。物を入れるもの。
雲を上から見下ろしたときに、海のように一面に広がって見える雲の
こと。
船や航空機などで方位を知るために使う道具。
レジャー〇〇〇、マーク〇〇〇。

よこ

黒部市　ベリーズ工房黒部の
『ジャムとドライフルーツのセット』

を４名様に

　イチゴやブルーベリーといったベリー類
を中心に、イチジクやレモンなどの果物
を栽培・加工する「ベリーズ工房黒部」。
20 種類のジャムやドライフルーツを販売
するなど６次産業化に取り組んでいます。
　「ジャムは一番美味しい状態の完熟果
実を、素材の美味しさと果肉らしさを残
して仕上げました」と代表の能登さん。
農薬を使用せずに栽培し無添加で作る
商品は、周囲からも好評で、黒部市のふ
るさと納税返礼品にもなっています。
▼ベリーズ工房黒部のジャムは、北陸新
幹線「黒部宇奈月温泉駅」に隣接する
「のわまーと」や JAくろべ直売所「アグ
リプラザ東」などで購入できます。

どの種類が
届くか

中身はお楽
しみです！

　
富
山
市
八
ケ
山
地
区
の
奥
井
ひ

か
り
さ
ん
（
32
）。
就
農
し
た
ば
か

り
で
、
現
在
八
ケ
山
地
区
の
農
家

の
も
と
で
「
農
業
の
い
ろ
は
」
を

学
ん
で
い
る
。
野
菜
の
収
穫
や
出

荷
作
業
を
手
伝
う
傍
ら
、
個
人
と

し
て
ハ
ウ
ス
２
棟
（
４
ア
ー
ル
）
で

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
を
栽
培
し
て

い
る
。

丹
精
込
め
た
野
菜
作
り

　
「
機
械
に
頼
ら
ず
、
手
間
暇
を

か
け
て
栽
培
し
て
い
き
た
い
」
と

奥
井
さ
ん
。
実
家
は
非
農
家
で
就

農
前
は
建
設
業
界
で
働
い
て
い
た

た
め
、
野
菜
作
り
は
素
人
だ
っ
た
。

ふ
と
し
た
き
っ
か
け
か
ら
農
業
に

興
味
を
持
ち
、「
と
や
ま
農
業
未
来

カ
レ
ッ
ジ
」
に
入
学
。
そ
こ
で
初

め
て
農
業
と
の
関
わ
り
を
持
っ
た

と
い
う
。
そ
の
中
で
、「
八
ケ
山
地

域
で
の
野
菜
栽
培
」
を
学
ぶ
機
会

が
あ
っ
た
。「
八
ケ
山
の
雰
囲
気
が

気
に
入
り
、
野
菜
栽
培
が
盛
ん
な

事
か
ら
こ
の
地
域
で
の
就
農
を
決

め
た
」
と
話
す
。
カ
レ
ッ
ジ
卒
業

後
は
八
ケ
山
の
農
家
の
も
と
で
１

年
間
研
修
を
行
い
、
現
在
は
研
修

雇
用
と
し
て
働
い
て
い
る
。

　
「
周
り
の
人
た
ち
み
ん
な
が
先
生

で
す
。
み
な
さ
ん
に
色
々
と
教
え

て
も
ら
い
た
い
」
と
、
奥
井
さ
ん

は
地
域
の
先
輩
農
家
か
ら
熱
心
に

学
び
、
日
々
技
術
を
磨
い
て
い
る
。

他
野
菜
に
も
挑
戦
し
た
い

　
奥
井
さ
ん
は
「
ハ
ウ
ス
栽
培
を

中
心
に
、
現
在
栽
培
し
て
い
る
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
他
、
来
年
以
降
は

ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
も
作
り

た
い
」
と
今
後
の
目
標
を
話
す
。

　
昨
年
は
大
雪
の
影
響
で
八
ケ
山

地
区
で
も
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
被
害
が

あ
っ
た
。「
今
年
の
冬
も
大
雪
が
降

ら
な
い
か
心
配
は
あ
る
が
、
農
家

の
み
な
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
い

た
基
本
に
沿
っ
て
、
手
間
暇
か
け

て
育
て
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

み
を
話
し
て
く
れ
た
。

奥
お く い

井　ひかりさん

〈第18 回〉先輩農家から学ぶ
総
合
共
済
に

加
入
し
て

自
然
災
害
に

備
え
ま
し
ょ
う

大
雪
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
で
共
済
金

を
お
支
払
い
で
き
る
の
は
「
総
合
共
済
」

に
加
入
し
て
い
る
場
合
で
す
。

　
落
雷
や
台
風
、
大
雪
な
ど
は
、
予
報
で

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
災
害

を
防
ぐ
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
火
事
や
落
雷
な
ど
を
補
償
す
る
火
災
共

済
に
加
え
、
台
風
か
ら
地
震
ま
で
カ
バ
ー

で
き
る
「
総
合
共
済
」
へ
の
加
入
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

　
補
償
内
容
に
つ
い
て
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
、
現
在
の
ご
加
入
内
容
に
つ
い
て
は
お

手
元
に
届
い
て
い
る
建
物
共
済
証
券
を
ご

覧
に
な
る
か
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
令
和
３
年
１
月
～
２
月
の
大
雪
に
よ
る

被
害
棟
数
は
２
２
１
棟
、
支
払
共
済
金
は

４
２
，９
３
７
，７
０
２
円
と
な
っ
て
い
ま

す
（
令
和
３
年
10
月
31
日
時
点
）。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
に
は
「
火
災

共
済
」
と
「
総
合
共
済
」
が
あ
り
ま
す
。
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家畜診療所　　　　　　　　　〒939－8177　富山市安養寺 340-1　　　 TEL：（076）429－7879

編 集 後 記 　昨年１月～２月は近年まれにみる大雪で、
県内各地で記録的な積雪となりました。毎日
のように除雪をし、初めて屋根の雪下ろしも

体験しました。暖かい家の中に籠ってしまう寒い冬に除雪は良い
運動になるのですが、昨年のような大雪は困りますね…。家屋や
農業用ハウスへの被害も多く、建物共済や園芸施設共済の必要
性も大いに感じました。今年も大雪になるかもしれません。大き
な災害が発生しないことを願うばかりです。（Y）

●昔は秋が長かったと思います。稲の刈り取りがあっと
いう間に終わり、びっくりしています。機械の力はすご
いですね。　　　　　　　　　  砺波市Tさん（84）
●冬の野菜を植えるのを手伝いました。美味しい野菜
ができればいいです。　　　　　南砺市Kさん（12）
●家に居ることが多くなり、見よう見まねで野菜作りを
始めました。楽しいです。キュウリ、ナス、トマトは今夏
買わずにすみ、次はもっと上手に作りたいと意欲も湧
きました。　　　　　　　　　　 氷見市Iさん（73）
●色々な産地の新米を食べ比べていますが、やっぱり食
べ慣れた「富山県産コシヒカリ」が1番美味しかったで
す。　　　　　　　　　　　　 富山市Mさん（43）
●今や農業の進歩・機械化は著しく、若い後継者も多い
と感じています。私の地区の営農組合も若い方ばかり
で頼もしく思っています。　　　入善町Mさん（70）
●今年は安納芋が豊作で、毎日のように食べています。
焼き芋が一番美味しいです。　   富山市Hさん（50）
●広報紙の表紙や中に出ておられる方の笑顔がとても
素敵で元気をもらっています。　 高岡市Sさん（84）

いただいたハガキの
一部を紹介します。
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●新年のご挨拶　●とやまの備える農業者　●園芸施設共済

奥井ひかりさん（富山市）
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～富山のあの町・この街～

　庄川の自然を楽しめる庄川水記念公園。その近くに縁
結び・開運祈願のパワースポット「鯉恋の宮」がある。
　厄払い・開運祈願の「鯉の宮」、縁結び・恋愛成就の
「恋の宮」が合わさった鯉恋の宮には「こいっぴ」（女の
子）と「ぷくっち」（男の子）という守り神がいる。「こいっ
ぴ＆ぷくっち神棚」、「なで鯉こいっぴ」、「鯉恋の鐘」他楽
しいスポットが人気。ぜひ一度足を運んでみてはいかが
でしょうか。
住所／砺波市庄川町金屋1058
アクセス／北陸自動車道砺波ICより車で約１５分

　最新の農政や農業共
済制度・収入保険制度
をめぐる動き、全国各
地の農業情報を掲載し
ています。
　富山県の農家さんの
情報も紹介しています。

● 月４回（水曜日）発行　● 年間購読料5,520円
（月額460円、消費税送料込）

購読を希望される方は、
NOSAIとやま本所まで
ご連絡ください。

読んでみま
せんか？

農業共済新聞農業共済新聞 事故があったら
すぐに連絡を！

　上記のような共済事故で被害や事故が発生した際
は、速やかにお近くのＮＯＳＡＩまでご連絡ください。
　ＮＯＳＡＩ職員による被害確認ができない場合、損
害評価が行えず、共済金をお支払いできないことがあ
ります。ご注意ください。

● 雷で電化製品が
　 故障した（建物共済）
● 大雪でハウスの骨材が
　 破損してしまった
　（園芸施設共済）など




